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タイの 日本語教育 ネッ トワー ク 国際化 地域化 人材養成
1、 チ ェ ンマ イ再 訪
3月,タ イ は す で に暑 季 で あ っ たが,チ ェ ンマ イ には 心 地 よい爽 や か な
風 が 終 始 吹 い て い た。7日 夕刻,バ ン コ ク経 由 で チ ェ ンマ イ空 港 に降 り立
つ と,薄 闇 の 中 に聖 な る 山 ドー イス テ ー プが 墨絵 の よ う に遠 く浮 か ん で見
え た。 二 十 年 ぶ りの再 訪 で あ っ た。
バ ン コ クか ら飛 行 機 で1時 問。 北 タ イ独 特 の 文 化 を色 濃 く残 す ,タ イ 第
二の都 市 チ ェ ンマ イ は古 都 の名 にふ さわ し く,落 ち着 い た表 情 に も思 わ ず
旅 情 をか きた て られ る。 久 し く遠 ざか って い た郷 愁 。 かつ て タ イの バ ン コ
クで 日本 語 教 育 に たず さわ っ てい た 時期,数 回訪 れ た 時 の印 象 が ぼ ん や り
と甦 っ て くる。4月 の ソ ン クラ ー ン祭,12月 の チ ェ ンマ イか らス コ タイヘ
の旅 の こ と。… …幾 分,感 傷 気 味 で タ ラ ッ プ を降 りた。 熱 帯 の独 特 の大 気
に包 まれ なが ら,北 方 の 薔薇,チ ェ ンマ イ を訪 れ た感 動 が 少 レずつ 込 み 上
げて 来 る。
チ ェ ンマ イで タ イの 日本 語 教 育 の セ ミナ ー を 開催 す るの で,講 演 に来 て








は山麓の傾斜地を利用した広大な野外 レス トランである。ライ トアップさ
れた色とりどりの花園が何 とも美しい。池に面 したテーブルでまずは冷え
たビールで乾杯。当地の事情などを聞いているのだが,何 となく夢気分で






た個室で,窓 からは ドーイステープの峰々と中腹に黄金に輝 く仏塔がのぞ
まれた。眼下の一帯は緑が多 く茂 り,目 を休ませてくれる。夢間から這い












抱える日本語教育の問題を提起 し,合 わせてバンコクでの公開授業,講 演
等の活動を報告する。
2.目 的 と日程の概要
今回の タイ訪問は主 として,チ ェンマイで行なわれた日本語教育セミ
ナーへの参加であったが,合 わせて文部科学省科学研究費助成の研究成果
をタイ関係者に紹介するという目的も加えることにした。筆者は平成10年
から12年 にかけて,「対照言語学的手法 ・視点にもとづ く,日 本語とタイ
語の基本語彙 ・語法に関する比較研究」を進めてきたが,こ のほど完成 し
た報告書を手土産に,研 究の一区切 りとしてタイでの発表を兼ねたのであ
る。また,バ ンコクでは泰日経済技術振興協会附属学校での 日本語の模擬












バ ン コ ク経 由 ,チ ェ ンマ イ 到着
自由 日,チ ェ ンマ イ市 内見 物,関 係 者 との打 ち 合 わせ
セ ミナ ー 一 日目,講 演,シ ンポ ジ ウ ム,懇 親 会
セ ミナ ー二 日目,講 演,四 つ の分 科 会,懇 談 会
自 由 日,「 バ ー ン ・ロム ・サ イ」(NGO支 援 の エ イ ズ孤 児
院)訪 問,チ ェ ンマ イ大 学 訪 問,歓 送 会
長距 離 バ スで ス コ タイヘ 移 動,翌 日午 前 に か け てス コ タ イ
世界 遺 産 見 学
午 後,ス コ タ イか ら長 距 離 バ ス で バ ン コクヘ 移 動
バ ンコ ク ・泰 日経 済 技 術 振 興 協 会 附属 学校 で 日本 語 ク ラス
(初級 ・上級)の 公 開模 擬 授 業
同学 校 で 初級 タイ語 公 開授 業 。 在 タイ邦 人 のた め の 特 別 講
座(講 演)







(北部 タ イ 日本 語教 師 の 会 委員 長)
挨 拶 鈴 木重 之(在 チ ェ ンマ イ駐 在館 事 務 所領 事)
挨 拶 本 間 豊
(国際 交 流 基 金 バ ン コ クセ ン ター所 長)
挨 拶ChuchipPrautpittaya
(タ イ国元 日本 留 学 生 協 会 チ ェ ンマ イ支 部 会 長)
10:00-11:30講?寅
BussabaBanchongmanee(カ セ サ ー ト大 学)
題 目 「タ イ人 日本語 学習 者 に見 られ る テ形 接 続 に関 す
る誤 用 」
11:30-12:00質 疑 応 答
13:30-15:00講 演
BhusdeeNavavichit(翻 訳 家)
題 目 「私 の翻 訳 テ クニ ック と経験 」
15:00-15:30質 疑 応 答
16:00-17:30北 部 タ イ 日本 語 教 育 ネ ッ トワー ク シ ン
ポ ジ ウ ム
17:30-18:00質 疑 応 答




田中 寛(大 東文 化 大 学)




(国際 交 流 基 金 バ ン コク 日本 語 セ ン ター)
「中等 教 育 に お け る読 解教 材 の紹 介 と指 導 法 」
② 金 沢 千 吉(ア サ ンプ シ ョン大学)
「音 と意 味 の有 縁 性 に関 す る一 考 察一 タイ 語 に お け
る口 蓋音 と鼻 音 の 音象 徴 の意 味 対 立 につ い て 」
③PattarawanYouen(チ ェ ンマ イ大 学)
山 口 雅代(チ ェ ンマ イ大 学)
「中級 作 文 にお け る誤 用 分 析一 チ ェ ンマ イ大 学 日本
語 科 の学 習 者 を例 と して 」
④ タイ 国 内 日本 語 教 師会 ・研 究 会 ネ ッ トワ ー ク
15:00-15:30閉 会 式
参加 者 は タイ人45名,日 本 人45名 を予 定 して い た が,百 人 近 くに増 え て配
布 資 料 が足 りな くな る ほ どで あ っ た。 以 下,ス ケ ジ ュ ール にそ って概 略 を
紹 介,記 録 してお き たい 。
3.セ ミナーの概要一その1一
一口に海外の日本語教育 といってもその地域性に応じたさまざまな形態
があり,適 地適用の教育が実践されているが,人 の移動 ・教師の引継ぎも
ありその実状はなかなか把握できるものではない。その意味か らも今回の
セミナーでは様々な日本語教育の現場にたずさわる教師(日 本人 ・タイ
人)と 意見 を交換 し問題点を知る,有意義な機会となることが期待された。
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タ 雛 覆本 語 教 請素 饗 講強一 ウ 逡 ミi塗一
一購 簗騰墓嚢灘湘 購議教潔簿 鱒 一タ形灘 繊一
蜘 鷲 覇 獺 轡 譲 醐 ㈱
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館領事,国 際交流基金バ ンコクセンター所長,北 部元タイ留学生協会会長
の挨拶があった。ついで研究発表が行なわれた。講師はバ ンコク ・カセ





附帯状況の解釈/時 間的継起の解釈/起 因的継起の解釈/方 法的起因
の解釈/並 列の解釈/複 数の解釈がで きる場合
Hテ 形接続の誤用例
文法的には正 しいが話 し手 ・書 き手の意図とは異なるもの/テ 形の乱
用/用 法の似た他の表現との混同による誤用(用 法の似た他の表現 と
の混同による誤用 「て」→ 「と」/起 因的継起の解釈の場合 「て」→
「ので,か ら」/方 法的起因の解釈の場合/並 列の解釈の場合/テ 形
接続 に本来課せ られない機能 に用 いられる誤用/「 て」→副詞/
「て」→言い切 り 「ます」形/タ イ語の影響による誤用/タ イ語のす
べての動詞を訳す誤用/「 て」→複合動詞
皿 まとめ










??儀 式 が 終 わ っ て,先 生 と先 生 の ス ポ ー ツの 試 合 な どの楽 しい 行 事 が あ
ります 。
⇒ 儀 式 が 終 わ っ て か ら,先 生 と先 生 の ス ポー ツの試 合 な どの 楽 しい行 事
が あ ります 。
⇒ 儀 式 が 終 わ る と,先 生 と先 生 の ス ポ ー ッの 試合 な どの楽 しい行 事 が あ
ります 。
??自 分 の こ とで も分 か らな くて,他 の人 の こ とを よ く分 か るは ず が な い
で し ょ う。
⇒ 自分 の こ とで も分 か らな い の に,他 の 人 の こ とを よ く分 か る は ず が な
い で し ょう。
⇒ 自分 の こ とで も分 か らな い の だか ら,他 の 人 の こ と を よ く分 か る はず







論文のかたちで公刊 されることを期待 したい。なお,誤 用分析は二日目の
分科会の研究発表でも取 り上げられ,参 加者の関心を引いた。
午後は 「私の翻訳テクニックと経験」 と題 して,黒 柳徹子作 『窓際の
トッ トチ ャン』のタイ語訳者 として著名なブサディー女史の講演があっ
た。実は女史との再会 も20年ぶ りであった。講演では日本の児童文学への






ないように表現を変更することも生 じる。また省略と補充,注 釈 も永遠の
矛盾でもある。また,質 問者(筆 者)か ら提起された母語力の条件として
は,自 己の幼少期からの厳格な言語教育の環境などが紹介された。つい先












の日本語文法研究について一 記述研究 と理論研究一/対 照研究へ
の関心/日 本語教育と対照研究/対 照研究の実践例一 誤用例の検討
①一一/対 照研究の実践例一 誤用例の検討②一一/異 文化理解 と教
材開発一 読解教材 を中心に①一/異 文化理解 と教材開発 読解
教材を中心に(2← 一/タイの日本語学研究,日 本語教育への期待/お
わりに一 これからの日本語教育
とくに科研費報告書の公開に際 して,対 照研究が研究面では語彙,構 文の
比較,ま た教育面においては,誤 用例の検討,各 種教材の開発(た とえば
対照文型集や対照シソーラスの開発,異 文化理解視点からの読解教材の開







ここで報告書の概要を紹介すると,序 論に続いて全8部 構成,計22の 論
考 ・研究ノー トを含む。目次構成は以下の通 りである。(副題は省略した)









































































司 会 者SiriwanNillavesana(チ ェ ンマ イ 日本 語 学 校)
高 等 日本 語教 育 に 関 して
WalaipomRian幻it(チ ェ ンマ イ大 学)
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UmapomHanpichiysukpairee(パ ヤ ッ プ 大 学)
SasithomSrirat(ラ チ ャパ ッ ト ・チ ェ ンマ イ)
中 等 日本 語 教 育 ・職 業 日本 語 教 育 に つ い て
KriaiyutIntaradej(チ ャ ッ カ ム カ ナ トー ン 高 校)
SompomTheamthong(ナ ワ ミ ン ダ ラ チ ュ デ ィ トパ ヤ ッ プ 高 校)
一口に日本語教育といっても大学 レベルから民間あるいは職業学校のレ
ベルまで事情は多様である。また,扱 う教材にも違いが見られる。大学に











であった。教材の不足は深刻であったが,一 方"裸 足の医者"な らぬ,た
くましい"バ イクの日本語教師"の 姿があった・
二日目のシンポジウムはセ ッシ ョン形式で報告者は以下の通 りであっ
た。(敬称略)
司会者 濱 田帯 広 チ ャ ッカム カ ナ トー ン高 校
タ イ国 日本語 教 育 研究 会 代 表:
上 村 彰 宏(RITボ ピ ッ トピム ック ・マ ハ メ ー ト大 学)
イサ ー ン教 師会 代 表 二
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伊 東 忠 洋(コ ンケ ン大 学)
南部 タイ 日本 語教 師会 代 表 二
白 鳥文 子(ナ ワ ミ ンタ ラチ ュ ーテ ィ ッ トタク シ ン高校)
JapaneseLanguageInstructorsSupPortingCommittee代 表=
三本 智 哉(RITボ ピ ッ トピ ム ッ ク ・マハ メ ー ト大 学)
中北 部 タ イ 日本語 教 師会 代 表:
松 原 潤(ナ レー ス ワ ン大 学)
ラチ ャパ ッ トの 日本 語 教 育 を考 える 会:
鶴 町佳 子(ラ チ ャパ ッ ト ・アユ タヤ)
北 部 タ イ 日本 語教 師 の会 代 表:





が試みられたが,二 日目は日本語で行われ,使 用言語と同時に,タ イ人教
師,日 本人教師の意見交換の難 しさが感 じられた。
セッションではそれぞれの自主的な活動 を展開する教師会の現状報告が
あり,共 通の,ま た個別的な問題が熱心に討議 された。なかでも教師の教
育技術研修,教 材不足は増えつづける学習者に直接的に影響を及ぼすだけ
に深刻な問題である。青年協力隊派遣の教師にもプログラム上の主として
期間の問題があること,ま た,日 本人教師の前任者と後任者 との引継ぎに
ともなう事務的な諸問題,タ イ人教師側の指導責任体制の充実などが議論
された。教師会,研 究会で も発表者は日本人教師が多 く,タ イ人日本語教
師の参加主導が共通の課題 とされたが,「現実問題として容易ではない」
「タイ人日本語教師がコンスタントに参加 したいと思うような教師会とは
どのようなものか」(中 北部タイ日本語教師会)と いった悩みは大 きい。
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タイ人教師側はこうした問題をどう受け止めるのであろうか。
なお,今 回のセ ミナーではタイ人教師,日 本人教師の参加者数を 「公
平」1にし,使 用言語もタイ語 と日本語を用いて同時通訳 も取 り入れるとい
う,こ れまでに開催されたセミナーとは一段 とグレー ドアップしたセ ミ
ナーであったことを特筆 しておきたい。セミナー当日に準備された資料集







1998年 か ら刊行 されている国際交流基金バンコク日本語センター紀 要
(2002.4.現 在第四号を刊行)に 掲載されている報告にも見 られる。高等
教育から中等教育へ,さ らには入試科 目へ と日本語の扱いは流動的であ
る。教材,教 科書の作成,人 材養成も目下の課題である。
さて,各 地の日本語教育事情を聞いて感 じたことがあった。各地に日本
語教師の会が発足 して日本人教師 とタイ人教師が意見を交換 したり,研 究






合,ど うであろうか。もちろん,こ れは私の短時問での印象なので,も っ
と長期に滞在すれば反笏しながら異なった印象をもつことができたかもし




との意識の齪賠 を感 じ,い つのまにか 日本人主導の体制が生まれかねなく
なる。作業や責任の分担 も難 しい。そういう状況は,か つて私が体験 し,
悩み,試 行錯誤 したことでもあったのだ。
もう二十数年前のことを振 り返って言 うのもおこが ましいことである






を原則 とした。日本人はあくまで裏方に徹 したほうが,タ イ人側の自意識
を尊重することになると思ったのだ。タイは日本語を教える対象として意
識はされたが,ま ず異文化を学び,畏 敬 し,自 然にとけこむことで自立性
を促すことであった。 もちろん,さ まざまなアイデア,選 択肢は提供はす
るが,決 して強制はしない。別な角度から見れば,日 本語教育に熱意が足
りないと映ったかもしれない。探 し出したものは多 くはなかったか もしれ








ると,日 本語教育が撒いた種が育っている一方,連 携不足から生 じるある
種の余剰な部分,日 本人が残 していった忙 しさもまたタイ人に見られ始め
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たことも考えてみる必要があるのではないか。













乗 り降 りする乗客から生活感が漂ってきて,す でに暫 くここで生活してい
るような錯覚になる。市内のホテルに荷物 をおろして早速,世 界遺産史跡












か け は しな い。 親 しみ もあ る の だ ろ うが,日 本 人 は よ ほ ど 「お 金 持 ち」 に
見 られ て い る わ けで あ る。 そ うい え ば.チ ェ ンマ イで タ ク シー の 運 転 手 が
私 を 「ミス タ ー」 と呼 ん で くる の に は驚 い た 。 かつ て タ イ に住 ん で い た と
きは 「シ ャチ ョー」 「ア ナ タ」 「オ キ ャ クサ ン」 を よ く耳 に した 。 日本 人 を
見て,「 トヨー ター」 「ア ジ ノ モ トー」 と呼 び か け るの には 閉 口 した が,今
では さす が に少 ない ら しい。
翌 日 も早 朝 か らス コ タイ か ら70キ ロ 北 上 した と こ ろ に あ る シ ー サ ッチ ャ
ナー ラ イ史 跡公 園 を 目指 す 。 案 内 して くれ た の はホ テ ル の近 くで会 っ た ソ
ンテ ウ(乗 合 バ ス)の 兄 弟 だ っ た。 まだ整 備 の 途 上 で は あ っ た が,勇 壮 な
遺 跡 はか つ て こ こが ス コ タ イ に匹 敵 す る ほ どの 文 明 の栄 華 が あ っ た こ とを
証 明 してい た 。足 下 を緑 の蛇 が の っそ りと進 み,追 い か け る と石 の 回廊 に
忽 然 と姿 を消 した。 見 上 げれ ば,巨 大 な 白蛇 の 巻 く台 座 に,双 頭 の ナー ガ
を後 背 に した菩 薩 が 静 か に私 を見 下 ろ して いた 。 世界 遺 産 は ほ か にス コ タ
イの南 部60キ ロ に点 在 す る カー ンペ ー ンペ ッ トの遺 跡 を含 むが,今 回 の探
索 は二 箇所 に と どま った 。
急 ぎ足 なが ら も遺 跡 を堪 能 した あ と,11時 半発 のバ ス に 問 に合 い,バ ン
コクヘ 移動 。 途 中,ナ コ ンサ ワ ンで休 憩 を とる 。.計6時 問 か か って バ ン コ
ク北 タイ行 き ・バ ス ター ミナ ル,モ ーチ ッ トに着 いた の はす で に 日の落 ち
た7時 近 くであ った 。相 変 わ らず の渋 滞 で あ る。 東 京 と変 わ ら ない 喧騒 が
身 をつ つ む と同 時 に,チ ェ ンマ イで は感 じな か っ た猛 暑 に閉 口 した 。 タク
シーで市 内ス ク ム ビ ッ ト ・ソ イ22の 予 約 して お い たホ テ ル に無 事 到 着 。 こ




て,湯 山氏で6代 目である。施設も拡充,充 実 し,学 生数 も飛躍的に伸び
ている。専任講師も4人 いて,教 材開発 も進んでいる。仮名から学ぶ初級
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日本語テキス ト 『日本語 よろしく』全4巻 が完成 し,現 在 は 『日本語中
級』,『日本語上級』の改訂を進めているという。『工業 日本語』,『観光 日
本語』,『ビジネス日本語』の需要も高いらしい。時代の推移にしたがって
テキス トの内容,情 報にも変化が求められる。各種 日本語,日 本事情の文
献翻訳 も進んでいる。
11時から予定してあった日本語初級の模擬授業にのぞんだ。協会に登録
している日本人,タ イ人日本語教師も参加 した。あまり,公 開の模擬授業
はないらしい。参加者は学生が15名,教 師が10名 ほどであった。教材 は
「日本語ステップABC」(白 帝社)の 第一課 「新宿」を用いた。初級の復








た。すで に協 会で 自主作成 された初級教科書 としてローマ字で学ぶ
『KISO-NIHONGO』 全3巻 のほか,最 近ではカナで学ぶ 『日本語 よろ し
く』全4巻 が完成 しているが,読 解,作 文 といった技能別の教材も必要に
なっている。










教材 を渡されて授業に臨むだけに,最 初は双方 とも不慣れな部分がつきま
とった。学生の関心 を引いたのは日本の書店で買うとき,店 員がカバーを
かけることである。「カバーをおかけしますか」などの敬意表現 も紹介 し












らしい。協会では日本語,タ イ語のほか,英 語,中 国語の講座も開かれて
いる。自主教材テキス トの開発 とともに,教 材,辞 書などの翻訳 も数点あ
る。中国語では北京語言学院のテキス トをタイ語で説明しているものを使
用しているが,や は りタイの地名や風土に合った ものが必要であろう。
夜は在タイ邦人のための特別講座 を催 し,「日タイ交流の過去,現 在,未





旨も紹介 し,筆 者自身が体験 した70年代から80年代にかけて体験 したこと
もふまえながら,今 後の日タイ関係について慨述 した。
9.チ ュ ラ ロ ー ン コー ン大 学 での講 演
最 終 日,タ イの 最 高学 府 チ ュ ラ ロー ンコ ー ン大 学 を訪 問 した。 ホテ ル か
らBTS(高 架 鉄 道 の通 称)の 駅 まで 歩 き,サ イ ア ム ス クエ ア ー駅 ま で 十
分 足 らず 。 開通 して3年 目,タ イ人 に とっ て は な お高 価 な乗物 だが,定 期
券 な どを使 え ば割 安 だ とい う。 前 回 の2年 前 の訪 問 時 に乗 った と き と比 べ
て生 活 の な か の移 動 手段 と して定 着 して い る か に見 え た。 眼 下 は あ い か わ
らず の車 の 渋滞 で あ った が 。 チ ェ ンマ イ とは ち が っ てバ ンコ ク は真 夏 の暑
さ,汗 が 滝 の よ うに な っ て落 ち る。 知 人 の 話 で は地球 温 暖 化 に加 えて バ ン
コ ク で は二 重の ドー ム状 の温 暖化 が 進 んで い る とい う。 よど んだ 大気 は 確
実 に 身体 を蝕 ん で い る はず だ が,街 を ゆ く人 々 の 活 気 とに ぎ わい はい つ も
の とお りだ。
文 学 部 の 白亜 の ボ ロ ム ラ ー チ ャ クマ リ ・ビ ル7階 にサ ワ ラ ック先 生,
ウ ォ ラ ウ ッ ト先 生,カ ノ ッ ク ワ ン先 生 が 迎 え て 下 さ った 。 教 員,大 学 院
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生,30名 ほどの出席があった。ちょうど土曜日で,し か も夏休みの教員研
修(タ イでは教育省関係のカリキュラム会議がかなり多い)の ため出席で
きなかった方 も大勢あったようである。2時 問ほど文学部東洋言語学科日
本語講座主催で,「戦時期 日本 におけるタイ語研究一 〈植民地語学〉と
日本語教育との関わりのなかで一 」 という題目で講演を行った。先の戦
時期,正 確には昭和15年 ごろから20年 ごろのことだが,日 本の南進政策に
ともなって東南 アジア諸語の学習書がまとまって出された。安南語 ,泰
語,馬 来語などは,〈大東亜語学叢書>と して普及 されたが,本 質的には
「植民地科学(語 学)」 の一環であったこと(こ の用語には一部抵抗がみ
られた),ま たそれには日本語教育の普及にともなう摩擦を軽減させるた
めの配慮 と同時に,絶 えず日本語教育 との連繋があったこと,な どを実際
のテキス ト数点を検証 しながら講義 した。会場では,タ イにおける日本語
教育史の研究を進められているウォラウット博士 も熱心に聴講された。
また,講 演では科研費報告書の概要を紹介 した。ここでの質問はきわめ






翻訳作品を扱 うことが多いが,訳 文にも言語形式,発 想の相違が個人的な








知見は得られなかった。たとえば,次 のような例では 「ナラ」形式の担 う
内容は話 し手聞き手 にも共有された旧情報である。
京都 へ10行 くな ら/??京 都 へ 行 っ た ら/??行 け ば1,秋 が 一番 い い で す 。
こ う した 「ナ ラ」構 文 の特 徴,ニ ュ ア ンスが タ イ語 で は どの よ う に表 され
る のか を質 問 した の だ が,複 数 の先 生 の 意 見 で は``thaa_,lakOO..."形 式
と の対 応 を あ げ られ た。 しか し,こ れ は 「タ ラ」「レバ 」形 式 の ほ か,「 仮
に ～ とす れ ば」 な どに も相 当 し,「 ナ ラ」 形 式 に対 応 す る と は一 概 に い え
ない 。 とす れ ば タ イ語 で は対 応 例 を検 索 す る場 合,か な り発 話 環境 を重 視
しな が ら状 況 的 な判 断 に依 拠 す る と こ ろ が 大 き い とい う こ とが想 起 され
る。対 照研 究 は この よ う に実 際の教 育 現 場 と も直 結 して い る こ と をあ らた
め て認識 させ られ た。
な お,会 場 で は筆 者 が か つ て タ イで 日本 語 教 育 に た ず さ わ った と きの
「同僚」 で あ っ た,プ ラ ノー ム先 生,ワ ッ タナ ー先 生 と20年 ぶ りに再 会 す
る こ とが で きた 。一 緒 に初 級 のテ キ ス トを作 っ た苦 労 が 陵か し く思 い 出 さ
れ た。 日本 語 教 育 に従 事 して きた こ との 貴 重 な報 酬 で あ ろ うか,こ う した





師の日頃の貴重な実践記録をどうにか して残 しておけないものかと思 う。
体験はその日々,そ の時代で費消されることが常であるが,次 の世代,後





い日本人青年 と会 った。ひたむきな熱意にアジァ人 としての誇 りを感 じ
た。そして北部タイをはじめ,中 央からは遠 く離れたところで日本語教育
の種を撒きつづける若い教師たち。多 くの人たちとの触れ合いのなかで,
日本語,日 本を外から見ること,そ して,自 分を外から見ることの貴重な
体験を教えてくれた。異文化理解 としての日本語教育の役割を強 く認識 し
た。グローバル化 と地域化 とが一体 となった"グ ローカル"化 の時代の到
来である。チェンマイ,ま たスコタイで仰いだ多 くの仏像の澄んだ表情に
心洗われることがあった。バスで移動 しながら,タ イの平素の生活に触れ
ると,変 わらぬタイも生きつづけていた。バ ンコクは相変わらず日本 と等
しい喧騒の都会であったが,そ の 「日常」はかつて青春をすごした私との
あいだで何 ら違和感 をもたらすことなく受け容れて くれた。そこにタイの
変わらぬ大らかさ,懐 の深さを感 じ取ったのである。
最後にますますのタイでの日本語教育の発展を祈 りたい,と 書 くべきな
のかどうか躊躇する。それは日本語教育の発展は他者である日本側が主張
することではなく,基 本的には自者であるタイ人側の問題,選 択だからで
ある。しかし,タ イ国の自主的な日本語教育への関心から協力,援 助 を必
要とするのなら,ま たそれが真にタイにとって,日 本にとって相互に有益
な発展交流 となるのであれば,微 力なりとも尽力 していきたいと願 う。
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